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アレルギー食材の誤食防止を支援する
献立管理・注意喚起システムの試作

早川 知道1,a) 西川 智佳1,b) 榎 優一1,c) 鈴木 涼1,d) 伊藤 孝行1,e)

概要：フィールドで生じる諸問題に対して，情報学の視点から解決法を提案するというフィールド情報学
が注目されている．そこで，“給食”の現場について注目した．多くの教育機関では，教育機関内または機
関外に給食センターを設け，給食センターで給食の調理を行っている．しかし，食物アレルギーを持つ子
どもは，アレルギーの食材が含まれている場合その給食を食べることができない．食物アレルギーを持つ
子どもは年々増加しており，アレルギーを持つ子どもへのアレルギー対応を行った給食の配膳に注意が向
けられている．そこで，アレルギーを持つ子どものために，アレルギーを含まず新たな料理として調理す
る代替献立を配膳することが呼びかけられている．しかし，子どもが誤ってアレルギー食材を含む献立を
食べてしまい，症状が出てしまう事故が発生している．そこで，給食管理やアレルギー情報の確認を行う
ソフトウェアも開発されているが，代替献立の管理が不十分であるものが多く，手作業をせざるをえない
環境が問題点として挙げられる．そして，献立や生徒の確認作業を何度も行わなければならないため，ミ
スが発生しやすいという課題がある．つまり，アレルギー対応の対策が重要視されているが，そのために
作業負担が増大している．
　そこで，栄養士の作業負担を軽減し，全ての子どもに安全かつ安心して給食を喫食できることを目的と
して，献立管理および注意喚起を行うシステム“アレルエージェント“を試作した [1]．通常献立から代替
献立まで管理できる機能と，生徒に注意喚起を行う機能を備えたシステムを構築する．また，アレルギー
を持つ子どもへの対応として代替献立の管理を行うことができる．代替献立の立案を支援するために，代
替献立で使用する食材提案機能を備えており，栄養士の負担軽減を支援している [2]．
　また，試作したシステムを栄養士に試用していただき，評価を得た．結果として，アレルギー食材誤食
防止の支援および栄養士の作業負担を軽減しているとの意見を得た．また，試用の結果，共同研究先の給
食センターでの実運用を決定した．なお，共同研究先は認定 NPO法人アレルギー支援ネットワークと袋
井市立中部学校給食センターである．本給食センターは，大規模でアレルギー対応に積極的であることが
特徴として挙げられる．

1. はじめに
多くの教育機関では，教育機関内まはた機関外に給食セ
ンターを設け，給食センターで給食の調理を行っている．
しかし，食物アレルギーを持つ子どもは，アレルギーの食
材が給食に含まれている場合，給食を食べることができな
い．食物アレルギーを持つ子どもは年々増加しており，小
学校児童について約 5%ほどいる．9年前と比べて約 2倍も
の割合となっており，アレルギーを持つ子どもへのアレル
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ギー対応を行った給食の配膳に注意が向けられている [3]．
アレルギーを持つ子どもの割合は全体数から見ると少な
いため，アレルギーを持った子どもへの対応として給食の
配膳ではなく，弁当持参の対応ですませている教育機関が
ある．だが，弁当持参だと公平性が欠けてしまうという問
題点が挙げられる．アレルギーを持つ子どものために，ア
レルギーを含まずに調理する対応献立を配膳することが
呼びかけられている．アレルギー食材を除いた除去食や他
の献立を提供する代替食を提供することで，アレルギーを
持っている子どもも平等に給食を喫食できる．しかし，実
際の現場では対応献立を配膳しているにもかかわらず，子
どもが誤ってアレルギー食材を含む献立を食べてしまい，
症状が出てしまう事故が発生している．アナフィラキシー
ショックなどの症状が出ると，最悪の場合死に至ることが
ある．そこで，給食でのアレルギー食材誤食防止を支援す
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るための給食の管理やアレルギー情報の確認を行うソフト
ウェアも開発されており様々な教育機関が利用している
が，代替献立の管理が不十分であるものが多く，手作業を
せざるをえない環境が問題点として挙げられる [6]．手作
業を行う内容として，献立にアレルギーが含まれているか
どうか，該当する生徒が誰かといった項目である．これら
の項目は，ミスを起こしては行けないものである．もしミ
スをしてしまえば，誤食を引き起こしてしまう原因になっ
てしまう．そこで，栄養士は手作業で何度も確認をしなく
てはいけないという手間が増えてしまう．
　そこで，アレルギー事故の防止を支援し，通常献立から
代替献立まで管理できる献立管理する機能と，生徒に注意
喚起を行う機能を備えたシステムを構築する．本システム
では，給食の献立に含まれる食材や加工食品のアレルギー
情報を管理することができる．また，アレルギーを持つ子
どもへの対応として代替食品の管理および立案支援を行う
ことができる．代替献立を立案するときに，どのような食
材と分量を用いることで，栄養価を損なうことがなく子ど
もに安全・安心な給食を配膳できることを支援する．なお，
本研究は認定NPO法人アレルギー支援ネットワーク，静岡
県袋井市教育委員会および袋井市立中部学校給食センター
と共同で行っている [7][8][9]．アレルギー支援ネットワー
クでは，アレルギー問題解決のために，行政や他の分野と
の協働・連帯・支援を行っている NPO法人である．袋井
市立中部学校給食センターは，幼稚園，小学校，そして中
学校の子どもへの献立を調理する大規模な給食センターで
ある．特に，アレルギー対応に力を入れていることが特徴
である．アレルギーの子どもに給食を配膳するために，ア
レルギー専用の調理室があり対応を行う．アレルギー対応
として，卵・エビ・カニ・種実類・フルーツが含まれている
献立について，代替献立を立案し，調理そして配膳を行っ
ている．代替献立では，アレルギー食材を抜いて調理する
除去食と，アレルギー食材を抜き，新たに違う献立として
立案する代替食の二種類がある．栄養士は，アレルギー食
材が含まれている場合，毎回代替献立を立案し，レシピを
考えなければいけない．

2. 関連研究
給食管理ソフトにおける関連研究および関連システムに
ついて説明する．まずは，袋井市立中部学校給食センター
で利用しているカロリーメイクというシステムがある [10]．
カロリーメイクでは，給食管理や発注を行うことができる
システムである．袋井市の多くの給食センターで利用され
ている．しかし，代替献立の管理が不十分であったり，アレ
ルギーが該当する生徒の抽出ができないといった課題が挙
げられる．また，他の給食管理ソフトとして，わんぱくラ
ンチ，EIBUN，あんしん給食えびすを挙げる [11][12][13]．
わんぱくランチでは生徒の管理が不十分であるという問

題点がある．そして，EIBUNではアレルギーの対応が不
十分であるという問題点がある．あんしん給食えびすで
は，出力される帳票の内容が不十分であることや，複数の
グループ献立を管理することができないという問題点があ
る．また，どのシステムも代替献立の管理を行うことがで
きない．しかし，本システムではアレルギー対応と代替献
立の管理機能を強化している．アレルギーの対応をシステ
ムで行うことにより，手作業を減らすことができ，栄養士
の負担を軽減できると考えられる．また，給食管理ソフト
に関する研究について述べる．木村らは，学校給食アレル
ゲン情報提供方式の提案について述べている [14]．給食の
アレルギー情報を示すシステムを構築しており，アレルゲ
ンが含まれている場合，アレルギー情報をメールにて送信
することができる．しかし，献立情報を入力する際にミス
が発生してしまうおそれや，代替献立の管理ができないた
め，アレルギーを持つ子どもに不公平性を与えてしまうと
いう問題点が挙げられる．また，富士通株式会社が献立立
案方法および献立立案装置及びコンピュータプログラムに
ついて特許の出願を行っている [15]．献立の立案を行うシ
ステムのフローについての特許内容である．代替献立の管
理も行うことができる．しかし，現在はシステムとして構
築されていないことや，代替献立のリストから立案を行う
ため，代替献立立案時に自由性がないことが課題として挙
げられる．また，代替献立について栄養価が考慮されてい
ないことから，健康に害を及ぼす可能性がある．本システ
ムでは，現在用いている給食管理ソフトから食材情報を自
動で取得するという機能により，献立情報を入力する際の
ミスを軽減している．代替献立の管理を行うことができる
ため，全ての子どもらに公平に給食を配膳できるという特
長がある．様々な給食管理を行うソフトが流布されている
が，代替献立の管理を行うことができるシステムは少ない．
本システムでは，代替献立の管理と，代替献立立案を支援
するための使用食材提案を行うことができる．

3. アレルエージェント
3.1 システム概要
本システムは実際に給食センターで勤務している栄養士
からヒアリングを行い，システムの構成および構築を行っ
た．アレルギー対応に力を入れている袋井市立中部学校給
食センターで働く栄養士から話を聞くことで，アレルギー
や代替献立を考慮した適切な給食管理システムの構築を目
指している．現場で実際に働く栄養士だから感じる現状で
の課題や，システムの機能・要件などをヒアリングするこ
とで，現場での課題解決ができる給食管理システムの構築
を行った．
　本システムは栄養士，教員，養護教諭，および管理者が
利用することを想定しており，権限により利用できる機能
が異なる．なお，養護教諭とは，教員の学年代表のことを
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指す．以下に，機能と利用できる権限について示す．
• 献立の登録
栄養士および管理者のみ利用可能

• 献立の確認
栄養士，教員，養護教諭，および管理者が利用可能

• レシピ・加工食品の確認
栄養士および管理者のみ利用可能

• 生徒の登録
養護教諭および管理者のみ利用可能

• 生徒の確認
栄養士，教員，養護教諭，および管理者が利用可能

• 帳票の印刷
栄養および管理者が利用可能

　アレルギー支援ネットワークに所属している栄養士や，
袋井市立中部学校給食センターの栄養士らとシステムの要
求分析を行った．実際に要求分析を行っている様子を図 1

に示す．栄養士から給食の管理方法や現状と課題やアレル
ギー対応に関する要求事項をヒアリングしている．システ
ムの機能およびインターフェイスを考え，実際の現場で使
いやすいシステムを実現するために取り組んでいる．
　アジャイルソフトウェア開発手法により試作に取り組ん
だシステムの構築を行い，栄養士に見せて確認および意見
を聞くことで，システムの改善を行った．プロジェクト関
係者間で何度もミーティングを行い，プロトタイプを開発
する毎にデモを行い，確認をしていただきフィードバック
をもらい必要な機能を修正していった．

図 1 要求事項をヒアリングする様子

3.2 システムフロー
図 2がシステムのフローを示す図である．まずは，予め
生徒情報を入力する．生徒情報として，生徒の所属情報お
よびアレルギーの有無を入力する．次に，献立の情報を入
力する．献立の登録方法は二種類あり，献立に含まれる食
材情報をそれぞれ入力する方法と，給食管理ソフトである
カロリーメイクのデータを読み込む方法がある．そして，
登録された情報はレシピ管理および献立管理することがで
きる．なお，食材 DBには五訂増補日本食品標準成分表に
基づいたすべての食材情報が格納されている．食材名やそ
の食材の栄養価情報が入力されている [16]．献立と生徒の
アレルギー情報をマッチングさせることで，アレルギーを

該当する生徒を出力する．出力された情報は帳票として印
刷することができ，担任および父兄に配布することができ
る．また，献立にアレルギーが含まれている場合，代替献
立を立案する．代替献立食材提案機能を参考に，代替献立
を立案し，管理する．このように，アレルギーの対応を行
い，給食の配膳を支援する．

図 2 システムのフロー図

3.3 献立の登録
【通常献立の登録】
　献立の登録は，栄養士のみ利用できる機能である．栄養
士は，献立に含まれる食材や加工食品の情報を登録するこ
とができる．予め食品成分表に基づいた食材のデータベー
スが構築されており，食材のデータベースにアレルギーの
情報が格納されている．
　献立の登録方法は二種類ある．第一に，加工食品，レシ
ピ，および献立の情報をすべて登録する方法がある．献立
に含まれるすべての食材を一つ一つ入力することで，献立
の管理を行う．図 3に，レシピの登録画面を示す．レシピ
の登録情報として，レシピ名，レシピの分類，含まれる食
材と含有量，および含まれる加工食品と含有量を入力する．
すべてのレシピの情報を入力することで，一食分の献立情
報を登録することができる．
　第二に，現在袋井市立中部学校給食センターが用いてい
る給食管理ソフト”カロリーメイク”から出力される帳票
を用いた献立登録方法がある．栄養士にヒアリングを行う
と，”献立の情報を登録する際にミスが発生してしまうと，
全ての情報が誤りになってしまう．なるべく，ミスが起き
ずに入力の手間がかからないものが良い”との意見をいた
だいた．そこで，現在栄養士が利用している”カロリーメ
イク”という給食管理ソフトから出力された帳票のデータ
を用いて，自動で含まれる食材名と含有量を登録する方法
を提案した．入力時での漏れやミスを軽減できることがで
きる利点が挙げられる．図 4に，帳票を用いた献立登録方
法での登録画面を示す．帳票に表示されているレシピ名や
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食材，および一人分量を表示している．栄養士は表示され
た食材名や分量を確認しながら，献立の登録を行う．
　図 3および図 4はどちらも”花野菜のサラダ”を登録す
るときの画面である．図 3はレシピの情報を見ながら，食
材および加工食品の情報を入力する必要がある．図 4は，
カロリーメイクから出力された食材情報が表示されるので，
表示内容を確認しながら，食材を選択することができる．

図 3 レシピの登録画面

図 4 帳票を用いた献立登録方法での登録画面

【代替献立の登録】
また，献立にアレルギーの物質が含まれる食材（以下，ア
レルギー食材）が含まれている場合，給食センターでは代
替献立を立案しなければいけない．代替献立とは，アレル
ギー食材を除いた対応食のことである．袋井市立中部学校
給食センターでは，卵，エビ，カニ，種実類，およびフルー
ツが含まれている場合に代替献立の立案を行う．そこで，
本システムでは，袋井市立中部学校給食センターの対応方
法に倣い，卵，エビ，カニ，種実類，およびフルーツが含
まれている献立について，代替献立の情報を登録・管理す
ることができる．現在，栄養士らは代替献立の情報を手作
業で管理している．通常の献立にアレルギー食材が入って
いる場合は，代替献立の立案を行う．そして，配膳する生

徒の該当者の確認を行う．現状は，これらの確認作業をほ
とんど手作業で行っている．確認する内容が多く，ミスが
発生しやすい環境であるため，代替献立が管理できること
は利点として挙げられる．
　また，代替献立ではアレルギー食材を欠如するため栄養
価が減ってしまうという問題点が考えられる．栄養価が減
ると，アレルギーを持つ子どもたちが，他の子どもたちよ
り栄養が偏ってしまう．
　そこで，本システムでは，代替献立立案時に，使用する
食材の提案を二段階で行うことができる．代替献立立案画
面 (図 6，図 7)では，欠如する栄養価 (たんぱく質・脂質・
炭水化物)が表示される．また，欠如する栄養価を補うこ
とができる食材および分量を示している．提案する食材は
発注情報を考慮し，厚生労働省が定めている６つの基礎食
品群分類に基づき提案を行っている．そして，分量では，
児童が欠如しやすい栄養素であるたんぱく質を充足でき
る目安量を示す．提案された食材および分量を参考に，栄
養士は代替献立の立案を行う．立案した代替献立の情報を
入力すると，実際に提案された代替献立と通常献立との栄
養価を比較し，不足している栄養価や補うことができる食
材を再び提案する機能を搭載している．基礎食品群におい
て，たんぱく質は第一群と第二群，脂質は第六群，および
炭水化物は第五群の食材に多く含まれている [17]?．そこ
で，発注情報を考慮して，不足する栄養価を補うことがで
きる食材を基礎食品群から選択し，提案を行う．
　図 6，図 7を用いて例を示す．図 6は，一段階目の食材
提案を行っている画面である．例として，2015年 1月 26

日 Bグループで配膳する献立を利用する．レシピに，”か
き玉汁和４０”があり，卵が含まれているため，代替献立
の提案を行う．図 6に表示している (1)～(6)の表示内容に
沿って，説明する．
• (1)献立の確認
まず，かき玉汁和４０が含まれている 1月 26日 Bグ
ループの献立を確認できる．

• (2)レシピの確認
かき玉汁和４０で使用している食材を確認できる．食
材名および分量が表示される．

• (3)アレルゲンの確認
アレルゲンの食材，分量，アレルゲンの食材が属する
栄養群，アレルゲン食材により欠如するたんぱく質，
脂質，および炭水化物の分量を確認できる．今回は，
鶏卵 (1群)が含まれていおり，たんぱく質が 12.3(g)，
脂質が 10.3(g)，炭水化物が 0.3(g)欠如することがわ
かる．

• (4)提案食材の確認
鶏卵により欠如するたんぱく質 (12.3(g))を補うこと
ができる食材および分量を提案する．食材は，鶏卵と
同様に栄養群が 1群である食材を提案している．提案
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する食材を参考に，栄養士は代替献立のレシピを考案
する．

• (5)該当生徒の確認
かき玉汁和４０に含まれている鶏卵のアレルギーを
持っている生徒を表示している．また，アレルギーに
該当する生徒が他にもっているアレルゲンを表示する．
代替献立を立案するときに，卵だけではなく他のアレ
ルゲンにも注意をしなければいけない．そのため，ア
レルギー該当生徒が所持しているアレルギー一覧を表
示する．

• (6)他グループの確認
1月 26日 Aグループの献立情報を確認できる．レシ
ピおよび使用する食材をすべて確認できる．
　図 7 は，二段階目の食材提案を行っている画面であ
る．栄養士が”かき玉汁和４０”の代替レシピとして”かき
玉汁和４０（鶏卵除去）”を提案した．図 7に表示してい
る (1)～(2)の表示内容に沿って，説明する．
• (1)通常，代替レシピの確認
通常レシピと代替レシピの食材および分量を確認で
きる．

• (2)通常，代替レシピの比較および提案食材の確認
通常レシピと代替レシピの栄養価の比較を行ってい
る．たんぱく質，脂質，および炭水化物の比較を行い，
差異を表示する．代替レシピの方が栄養価が多い場合
は”過剰”，少ない場合は”不足”と表示される．代替
レシピの栄養価が不足している場合，栄養価を補うこ
とができる食材および分量を示す．図 7の場合，たん
ぱく質，脂質，および炭水化物が不足しているため，1

群，5群，および 6群から食材の提案を行っている．
　本システムでは二段階で代替献立で使用する食材の提
案を行った．一段階目は，アレルギー食材により欠如する
栄養価を補う食材および充足量，二段階目は，立案した代
替献立と通常献立を比較して，欠如している栄養価があれ
ば，それらを補う食材および充足量を提案した．示した提
案方法は，栄養士とヒアリングを行い決定した．一段階目
の提案で使用する食材が表示されるため，案を参考に，代
替献立を立案できる．代替献立はその日の発注状況やレシ
ピの色味も関係するため，栄養士の経験を元に立案を行う
ことも多い．そして，立案した献立を登録したあとに，二
段階目で献立の見直しを行い，本当に立案した献立が栄養
価を満たしているかどうか確認を行うことができる．

3.4 献立の確認
献立の確認は，すべてのユーザが利用できる機能である．
本システムでは，通常の献立，対応する献立と該当する生
徒，27大アレルゲンの有無，通常の献立と対応献立での食
材の差異を確認できる．図 8は，27大アレルゲンの有無を
確認する画面である．アレルゲンで特に注目されている 27

つのものについて，各レシピの有無を確認できる．また，
栄養士の意見を元に，特に多くのレシピに含まれている大
豆と小麦については原因の食品が表示されるようになって
いる．図 9は通常献立にアレルギー食材含まれている場合
の対応方法を確認する画面である．袋井市立中部学校給食
センターが代替献立として対応しているアレルギー食材が
含まれている場合，アレルギー食材が表示され，それぞれ
のレシピについて代替献立が提案されているかどうかを確
認できる．また，図 10は，代替献立と該当生徒の確認画面
である．代替献立がどのような対応を行うか，また代替献
立を配膳する生徒は誰かということが確認できる．それぞ
れについて配膳数も表示されるため，発注および確認にも
利用できる．図 11は食材の差異を表している画面である．
食材の差異を表示する機能では，通常献立と対応献立につ
いて使用する食材の違いを一覧で確認できる．食材の差異
を確認することで，発注等に利用することができる．本機
能により，食材の発注およびアレルギー食材が含まれてい
る場合の注意喚起に役立つことができる．袋井市立中部学
校給食センターでは，毎月栄養士とアレルギーを持つ子ど
もの親と面談を行う．その際に，献立に含まれているアレ
ルギー情報や含まれている食品および代替献立を示さなく
てはいけない．そのときに，献立の確認画面で表示された
内容を示すことで，面談に利用することができる．

3.5 生徒情報の登録
生徒の登録は，教員の学年代表である養護教諭のみ利用
できる機能である．生徒の所属情報やアレルゲンの情報を
登録することができる．7大アレルギーである”鶏卵，牛
乳，小麦，そば，落花生，エビ，カニ”のアレルゲン有無
と各備考と，27大アレルゲンの有無情報を入力し，管理で
きる．なお登録された情報は，すべてのユーザが確認する
ことができる．登録された情報を元に，アレルギー食材の
特定および対応食を決定する．図 5が生徒情報の登録画面
である．

図 5 生徒情報の登録画面
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図 6 代替献立の食材提案画面 (一段階目)

図 7 代替献立の食材提案画面 (二段階目)
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図 8 27 大アレルゲン有無の確認画面

図 9 対応献立の確認画面

図 10 対応献立と該当生徒の確認画面

図 11 通常献立と対応献立の食材差異確認画面

4. 評価
4.1 概要
本研究で構築したシステムを，栄養士に動作確認含め利
用していただき，その後ヒアリングを行った．実験は 2回
行い，1回目の実験が終わったあとにヒアリングを行い，
システムの改善を行った．その後，2回目の実験を行った．
利用者は共同研究先である袋井市立中部学校給食センター
の栄養士である．1回目では，献立の登録や，献立の確認，
生徒情報の登録，生徒情報の確認の機能を中心に操作して
いただいて，そのヒアリングを行った．2回目では，シス
テムの改善部および代替献立の食材提案機能を中心に操作
していただき，ヒアリングを行った．本システムの全ての
機能を利用していただき，献立管理をしていただいた．

4.2 結果
　まず，献立の登録機能についての評価について述べ
る．献立の登録機能は 2種類あるため，どちらも登録方法
を試していただき，評価をしていただいた．栄養士の感想
としては，特にカロリーメイクを利用した献立登録方法が
便利とのコメントをいただいた．通常登録方法だと，一つ
一つの食材情報を確認し，入力する手間が発生してしまう
ためミスが起きる可能性があるが，カロリーメイクのシー
トを読み込むことで，このようなミスがなくなるとのこと
であった．急いで一気に登録したい場合にカロリーメイク
のシートを読み込む方法が有用であるが，ゆっくり一つ一
つのレシピ情報を確認して入力したい場合は通常の献立登
録方法が有用であるとのことである．

　次に，使用食材提案機能については，栄養価を元に食材
を提案されているのは便利だという評価をいただいた．ま
た，二段階で見直すことによって，一段階目に行った提案
の確認ができるため，栄養価を考えた代替献立立案を支援
できるとのことであった．しかし，要望として，他の栄養
価を考慮した使用食材を提案してほしいとのことであっ
た．現在は，三大栄養素であるたんぱく質・脂質・炭水化
物の不足量を元に，使用食材および充足できる量を提案し
ている．しかし，子どもは，鉄分およびカルシウムが不足
しがちとのことであった．そこで，鉄分やカルシウムを考
慮した食材を提案してほしいとのことであった．
　献立の確認機能に関する評価を述べる．特に，アレル
ギー該当生徒が簡単に把握できることが良いと評価された．
今まで手作業で該当生徒を把握していたことから，自動で
アレルゲン，該当生徒，および配膳数を出力できるため，
作業の負担を減らすことができているとの評価をいただい
た．また，27大アレルゲンの有無を確認できる詳細献立の
献立確認画面では，大豆や小麦の原因となる食材がすぐに
把握できるため，便利であるとの評価をいただいた．今ま
で，ひとつひとつ献立や生徒の情報に気をつけながら，献
立の確認を行っていたが，それらがすべて自動で出力され
ることはとても便利だという評価をいただいた．また，レ
シピや加工食品の一覧画面では，7大アレルゲン＋ごまの
有無をすぐに確認できることが便利だという評価をいただ
いた．すべての情報をシステムで入力して管理することか
ら，アレルゲン情報をすぐに確認でき，誤食防止につなが
るということである．また，様々な献立確認画面があるた
め，使い分けることができるとのコメントをいただいた．
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　以上より，アレルギー誤食防止の支援および栄養士の負
担軽減になるとの評価をいただいた．特に，献立の登録方
法におけるカロリーメイクのシートを読み込むことができ
る利便性と，献立の確認機能におけるアレルゲンおよび該
当生徒の情報が自動で出力されることが評価された．今ま
で手作業で行っていたことが，献立と生徒情報を一括でシ
ステム管理することにより，利便性が向上したと考えられ
る．そのため，栄養士の作業負担が軽減できる．また，ア
レルゲンの情報も表示されるため，アレルギー誤食の注意
喚起につながるとの評価であった．

5. おわりに
本研究は，フィールド情報学の視点から，給食の現場に
注目し，給食現場における課題や問題点の理解を深めた．
課題として，アレルギー対応の確認作業が大変で，栄養士
の仕事負担が増大しているということや，間違いやミスが
起きてはいけない環境にもかかわらず，ミスが起きやすい
環境であり，誤食を引き起こし兼ねないことが挙げられる．
既存システムでは，アレルギー対応および代替献立管理機
能について不十分なものが多い．つまり，アレルギーの対
策が課題となっており，アレルギーにおいて適切な対応が
求められている．
　そこで，本研究では，アレルギー食材の誤食を防止して，
子どもたちが安心して給食を食べ，アレルギー食材の誤食
が起きない安全な給食現場を支援することと，栄養士の確
認作業の負担を軽減させ，現在の課題を解決するために，
献立管理および注意喚起を行うWebアプリケーションシ
ステムの試作を行った．
　本研究では，認定 NPO法人アレルギー支援ネットワー
クと静岡県袋井市立中部学校給食センターとの共同研究で
ある．本システムを試作するにあたり，袋井市立中部学校
給食センターで働く栄養士とのヒアリングを重要視した．
栄養士に，現状のシステムでの課題や理想のシステムにつ
いてヒアリングを行い，その結果献立管理に最適なシステ
ムについて考察を行い，試作した．本システムでは，献立
管理と生徒情報を一括管理し，献立の確認を行うことがで
きる．また，代替献立の管理を行うことができ，その際に
代替献立で使用する食材の提案機能を備えている．今まで
手作業で行っていた，アレルギーを含む献立や，アレルギー
を該当する生徒の確認を，自動で出力し，帳票として利用
することができるため，栄養士の作業負担を軽減でき，課
題を解決できる．そして，本システムでは栄養士に試用を
していただき，システムの評価を行っていただいた．その
結果として，アレルギー誤食防止を支援することができ，
栄養士の負担軽減につながるとの意見をいただいた．
　ユーザインターフェイスの調整や，アレルギー重度の子
への対応，他センターとの連携といった栄養士からの要望

を今後の課題として挙げる．また，代替献立使用食材提案
の際に，様々な栄養素を考慮し，今まで立案した履歴から
学習し，食材だけではなくレシピを提案するような機能へ
拡張を行う．そして，本システムが他の給食センターでも
利用できるように，改善を行う．本システムを用いること
で，子どもたちが安心して給食を食べ，アレルギー食材の
誤食が起きない安全な給食現場になるために，今後の課題
について取り組む．
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